
衛星が観測したデータを活用して、土地の使い方や覆われているものを地図上で
調べることができるサイトです。
2006年以降のデータがあり、以前と比べてどのように変化したかを見比べることも
できます。また日本だけでなく、ベトナムのデータもあります。

高解像度土地利用土地被覆図データの閲覧サイトはこちらです。
サイトについての詳細な解説はこちらです。

※データをダウンロードするには、登録が必要です。
登録は、こちらからできます。登録する前に、利用規約をお読みください。
登録が完了したら、こちらからデータをダウンロードできます。

JAXA 高解像度土地利用土地被覆図（LULC: Land Use Land Cover）
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https://www.eorc.jaxa.jp/ALOS/jp/dataset/lulc/gsimap_lulc_jp_ver2312.htm
https://www.eorc.jaxa.jp/ALOS/jp/dataset/lulc_j.htm
https://www.eorc.jaxa.jp/ALOS/lulc/registration_j.htm
https://earth.jaxa.jp/ja/data/policy/
https://www.eorc.jaxa.jp/ALOS/lulc/data/index_j.htm
https://www.eorc.jaxa.jp/ALOS/jp/dataset/lulc/gsimap_lulc_jp_ver2312.htm


では早速「閲覧サイト」よりデータを見てみましょう。
まずは画面の操作方法を確認しましょう。

JAXA高解像度土地利用土地被覆図

2022年の日本全国の
データの14のカテゴリ

2020年の沖縄のデータ
の13のカテゴリ

表示させたい年
のチェックボッ
クスを選択

×ボタンを押すと
表示が消えます

>>ボタンを押すと
表示が消えます

マウスのスクロールで地図
の拡大・縮小ができます
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https://www.eorc.jaxa.jp/ALOS/jp/dataset/lulc/gsimap_lulc_jp_ver2312.htm


2006-2011年 2022年

JAXA高解像度土地利用土地被覆図

右図は2022年のデータで、
東京湾周辺を拡大したものです。
都市部は人工構造物（赤色）が、
その他は森林（緑色）が多いこ
とが分かります。
続いて白枠内の羽田空港を見て
みましょう。以前と比較してど
のような違いがあるでしょうか。

2006-2011年のデータではまだうっす
らと裸地（茶色）と識別されていた
D滑走路が、2022年では人工構造物
（赤色の滑走路）と草地（黄色）とし
てはっきり識別されています。

（D滑走路は2007年に着工、
2010年に供用開始したため
2006-2011年の大半は供用前）

羽田空港上空からの写真
（手前に見えるのがD滑走路）

続いて地図を拡大して見てみましょう。

是非、自分が住んでいる地域も見てみましょう。 3
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